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i調査報告1

パラグアイにおける野鳥による野菜被害
2.被害株の圃場内分布
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Enrique GONZALEZ: Danos causados por pajaros en hortalizas en Paraguay. 

(2) Distribucion de plantas daii.adas por pajaros en la huerta 

要約

カラシナの被害株は樹木に近い歩道側に集中

し，圃場開の歩道側や中央部で少なかった 紫

キャベツの被害株の分布もカラシナと同じ結果

であった.また列ごとの被害業率は樹木に近い

側で高く ，中央部になるにつれて低くなった.

樹木近い側では被害業率が100%に達すること

もあった.

ピーマンの被害株は，定値直後および 1ヶ月

後でも困場の両端で多く，中央部では確認され

なかった 被害株率が高くなるにつれて，被害

株は圃場の内部に拡大していった.

カブの被害株も圃場の両端で多く，中央部で

少ないことは前記野菜と同じであった.調査圃

場は 411iにすぎないが，被害が園場の端から起

こることは，回場規模と無関係であった.被害

の多い端の草丈は， 中央部に比べて10cm以上

も低くなった.

野鳥による加害は生育に著しく影響し，加害

の繰り返しで枯死に至ることもあり，減収の要

因にもなっている 加害の分散化で被害レベル

を平準化し，被害軽減が図られると思われる.

はじめに

パラグアイ東部地域における野菜栽培は冬作

型である. この時期の野菜畑には野鳥による被

害がしばしばみられる. 加害は葉菜類から果菜

類におよび、，生育初期の被害は生育収量に大き

な影響を及ぼしている.初期発生時の被害株は

圃場の一部に集中するが，多発すると圃場全面

に及ぶようになる.野鳥による加害が圃場のど

こから起こるかは，防止対策を図るうえで重要

である 被害株の岡場内分布から加害の生態を

明らかにし，防除法を構築するために調査を行っ

た.

今回の調査はアスンシオン大学農学部台湾技

術支援農場及びパラグアイ農牧省農業普及局展

示圃で行ったものである.

調査方法

調査を行ったアスンシオン大学農学部台湾技

術支援農場は， 40mX40mを一区画とした闘場

数筆が整然と並んでいる 一区画は更に畦で仕

切られた小区画からなり，各小区画にはそれぞ、

れ野菜が植えられている. この小区画を対象と

して被害株の|薗場内分布調査を行った.

カラシナは畝l幅1.6m，長さ40mの小区画に，
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株間55cm，列問40cmの3列植えになっていた ピーマンの調査回場は，3面を歩道と接し，

(図 1). 1列67株で，全株数は201株である 1面はイチゴ畑であった(図 2) 本業 5~6

小区画の 2面はタイサイとナスに接し，長辺の 枚苗を2008年 8月14日に畝l幅1.5m，株間50cm

両端は歩道に接する カラシナは2008年 7月3 で定値した.1列79株の12列で，総株数は948

日に本業3枚時を定植し，調査は7月21日に行っ 株であった.調査は2008年 8月16日と 9月13日

た 調査時の葉数は 6~8 枚であっ た. に行い，全株の上位業を調査した.調査時の草

図1 カラシナの調査園場.
Figura 1. Parcela de investigacion de mostaza 

紫キャベツは畝l臨1.6m，株間55cm，列間40

cmの3列植えとし， 1列70株の210株が植え ら

れている.調査区の 2面はキャベツとレタスに

接し， 両端は歩道に接している . 本業 3~4 枚

苗を2008年 6月3日に定植し，調査は 7月11日

に行った 調査時の葉数は 6~9 枚であっ た.
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11 
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丈は 15~25cmで，葉数は 10枚以上あ っ たが，

着果(花)はなかった.
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図2.ピーマン調査圏場の見取り図.

Figura 2. Bosquejo de la huerta investigacion 
de pimiento. 

カブの調査はパラグアイ農牧省農業普及局展

示岡で、行った.調査岡場は小規模区画内の中央

に位置し， 畝幅は1.2m，条聞は20cmで、あった

(図 3).播種は2008年 6月14日に条播きし，調

査は2008年 6月26日， 7月9日に行った 調査
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図3. カブ調査園場の見取り図ー

Figura 3. Bosquejo de la parcela de investigacion de rabanito. 
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株はランダムに抽出し，株の全葉を調査した

結果

1. カラシナ被害株の圃場内分布

被害株の分布調査は，定植後18日目に行った

調査時の被害株率は9.5%であったが，樹木に

近い歩道側に被害が集中する傾向にあった(図

4) .一方圃場開の歩道側や中央部では被害が

少なかった.またナスに接する列に被害株がや

や多く，タイサイ側で少なかった 被害は圃場

の周辺環境とも関係するようであった.

調査は本葉 6~8 枚時に行ったが， 多発箇所

では加害により生育が悪く，枯死にいたること

もあった. しかし生育が進むにつれて出葉が多

くなり，初期の加害痕は消失し，また被害が分

散したこともあり，その後の被害は軽微になっ

た.

ナス Berenjena 

歩 道l・・・-・......・・-・0 ・・・・・・・ -・.. 
Camino -・-・......・

・-・..・・ 0 ・0・-

タイサイ Thaisai 

2. 紫キャベツ被害株の圃場内分布

調査時の被害株率は29.4%であった 被害株

が樹木に近い歩道側に集中し，反対側で少ない

ことはカラシナとほぼ白同じであった(図 5). 

また被害株が岡場中央部で少ないことも閉じで

あるが，匝|場開の歩道側でも被害が目立つよう

になってきた.しかしカラシナでも被害程度が

高くなれば，闘場の両端で被害が多くなり，徐々

に内部に拡大していくものと思われる.

列ごとの被害葉率をみると図6に示すように

圃場の端で高く中央部で低くなっている.特に

樹木のある歩道側で最も高く，葉のほとんどが

被害を受けていた.歩道から離れるにつれて被

害葉率は徐々に低くなり， 15列以降から被害が

極めて少なくなった.また圏場開の歩道側でも

被害程度はやや高いが，樹木側に比べて低くかっ

た

.. .・・・・ ・0 ・0 ・ •. .••. • 歩道

I Camin。

.:被害株 Plantasdanadas ・ 無被害株 Pl阻 tassin dano 

図4. カラシナの被害株の闘場内分布.

Figura 4. Mapa de distribucion de dano en plantas de mostaza en huerta. 
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図5 紫キャベツの被害株の園場内分布

Figura 5. Mapa de distribucion de dano en plantas de repoll(コ(Rojo)



106 沖純農業第44巻第 l号 (2010)

120 

100 

n
u
n
u
n
u
n
u
n
U
 

8

6

4

2

 

曲芸』
g
2
8
8
t
g
g
u』よ

ポ

M
W
械
州
制
岬

1 4 7101316192225283134374043464952555861646770 

列番号 Numerode hileras 

図6 紫キャベツの列ごと被害葉率.

Figura 6. Porcentaje de dano en hojas repollo rojo en hileras individualmente 

3. ピーマン被害株の園場内分布

被害は定植直後から見られ，定槌2日後の被

害株率は3.4%であった.被害株は圃場の両端

の歩道側で多く， 中央部ではまったく確認され

なかった(図 7).被害株は本業がすべて喰い

ちぎられ，未展開葉だけが残ることもあった.
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図7.ピーマンの被害株の圏場内分布.

Figura 7. Mapa de distribucion de dano en plantas de pimientoφ 
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定植 1ヵ月後の被害株率は20.5%に増加した

が，被害株が圃場の両端に集中することは定植

直後と同じであった.しかし被害株率が高くな

るにつれて，被害株は圃場の端から内部に進行

する傾向にあった 圃場中央部に確認されない

ことは定植直後と同じである.

4. カブ被害株の園場内分布

カブの被害株は圃場の両端に多く， 中央部で

少なかった (図8).調査した闘場は野菜で困
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まれ. 4niの小規模にすぎなかったが，被害が

困場の端から起こることはカラシナなどと同じ

であった 6 月 26 日 の業数は 4 ~5 枚， 草丈は

15cm前後で‘あり列聞が葉で埋まることもなく，

加害鳥の列間への着地は可能であった. しかし

加害鳥は列間より歩道側を選んで着地し，被害

を及ぼしていた.

また列ごとの草丈をみると，被害の多い両端

で低くなっている (図 9). 1. 2列目は中央の

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

列の番号 Numerode hileras 

.6月26日 ・7月9日

図8 カブの列別被害葉率.

Figura 8. Porcentaje de danos en un tablon de rabanito. 
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図9.力ブの列別草丈.

Figura 9. Altura de planta en un tablon de rabanito. 
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9， 10列に比べて10cm以上も草丈が低くかった 村上， 1999)やカルガモ(岩崎， 1991)でも報

葉の加害はカブの生育に著しく影響していた. 告されている.シロガシラによる被害は，草丈

考察

パラグアイで野菜を加筈する野鳥は数種知ら

れている CE1sam，2006). 今回調査した地点

の加害鳥は確認していないが，数種の野鳥が野

菜を加害することを目撃している.加害鳥を特

定せず，数種が被害を及ぼすなかで加害の生態

を論議することは難しい.野鳥それぞれを個々

に生態調査することが必要であるが，施設など

未整備であること，および野外では数種が被害

を及ぼすことであり，実際の被害状況を踏まえ

て加害の生態を明らかにすることも必要である

今回の調査はサンロレンソ市にあるアスンシ

オン大学農学部の農場でf子った 同農場は市街

地にあるにかかわらず，街路樹や雑木林で固ま

れ，圃場には十数種の野菜がほぼ周年栽培され

ている.野鳥は常時確認され，秋から冬にかけ

ては漂鳥も見られる.野鳥による野菜加害は周

年確認され，特に冬春期に多発する傾向にあっ

た.今回冬期における野鳥による被害株の闘場

内分布を調査した.

調査対象としたカラシナや紫キャベツ，カブ

は，被害程度の高い野菜でないが(外問ら，

2009) ，臨場内分布調査に行ううえで適してい

の高い植物群落や樹木に接するところに多く，

今回とほぼ同じ結果が得られている.圃場周囲

の樹木や植物群落は侵入後の緊急非難場所とし

て利用するようである.しかしスイートコーン

など草丈の高い作物では，作物それ自体が隠れ

場所となり，被害も周辺植生の影響を受けない

(外問・村上， 1999).ピーマンは葉菜類に比べ

て草丈がやや高いが，着果前の生育初期であっ

たことから隠れ場所にはならなかったと思われ

るーしかし着果後の調査は未実施であり，今後

の検討課題としたい.

樹木や植物群落に近い園場の端は，加害の繰

り返しで生育が極めて悪く，枯死に至ることも

あり減収の大きな要因になっている 加害の集

中を避け，分散することで被害レベルを平準化

し，被害を軽減することができると思われる.
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た被害程度の高いブロッコリーやカリフラワー Resumen 

は短期間で被害が岡場全面に及ぶこともあり Lasp1antas de mostaza， danadas por pajaros， 

分布の広がりを見ることは難しい.また今回調 印 concentraronen e1 borde de 10s tab10nes 

査した野菜は国場内に均一に植えられ，被害の de 1a huerta， cerca de 10s cua1es existen a 

確認も容易であった rbo1es. Se noto peque宣osdanos en 10s camineros 

今回調査した野菜は，いずれも被害株が圃場 y en 1a parte centra1 de 10s tab1ones. Los 

の端に集中し，特に雑木林に近い側で多発して danos producidos en 1a primera etapa d巴

いた.被害程度が高くなるにつれて，被害株は desarrollo afectaron notab1e y negativamente 

内部に進行する傾向にあった.被害株が圃場内 en e1 crecimiento de 1as p1antas. 

で不均一に分布することはシロガシラ(外間・ La distribucion de 10s danos ocasionados 
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en repollo rojo fue igua1 a 1a observada en cm de a1tura， comparado con p1antas situadas 

mostaza. Ademas， e1 porcentaje de daii.o en en 1a zona centra1 de 1a huerta. 

hojas de cada hilera disminuyo 1entamente Los daii.os ocasionadas por pajaros， influye 

en p1antas vecinas situadas en e1 centro de1 negativamente en e1 crecimiento y desarrollo 

tab1on. Sin embargo， e1 porcentaje de daii.o de 1as hortalizas， inclusive en muchos casos 

en hojas a1canza 100% en p1antas 10ca1izadas puede ocasionar 1a muerte de 1a p1anta. Es 

en 10s extremos de1 tab1on， en donde existen un factor muy importante en 1a disminucion 

arbo1es. de 1a produccion. 

La investigacion en pimienta verde se Por estos motivos， es muy importante 

realizo inmediatamente despues de1 trasp1ante difundir 1as caracteristicas de danos con e1 

y un mes despues. Se observaron muchos fin de estab1ecer un p1an de cu1tivos， siguiendo 

danos en p1antas situadas en e1 borde de1 a1gunas recomendaciones 0 normas para tratar 

tab1on; en e1 centro de 10s mismos， 10s danos de evadir 0 disminuir dichos da色os.

no fueron inventariados. 

E1 dano se extiende en e1 interior de 1a 引用文献
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